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企業長・院長・外科

宮地 正彦

フファァーースストトペペンンギギンンににななるるここととをを恐恐れれなないい

日日本本でで初初めめてて自自治治体体病病院院のの統統合合をを
行行っったた病病院院のの過過去去、、現現在在、、そそししてて未未来来

JJFFMM地地方方公公営営企企業業セセミミナナーー 22002255//88//77 名名古古屋屋市市



静静岡岡県県はは最最下下位位ククララススでであありりななががらら、、336600万万人人とと人人口口がが多多いい。。

【【医医師師偏偏在在指指標標】】
静静岡岡県県のの厳厳ししいい医医療療環環境境
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西西部部 静静岡岡 駿駿東東
田田方方

富富士士熱熱海海
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【【静静岡岡県県内内医医療療圏圏別別のの医医師師数数 ((22001188年年))】】
人人口口1100万万人人当当たたりり

（（人人））

静静岡岡県県のの厳厳ししいい医医療療環環境境

静静岡岡県県でではは336600万万人人がが医医師師不不足足にに悩悩んんででいいるる。。中中東東遠遠医医療療圏圏のの
医医師師数数はは当当院院開開院院後後増増加加ししたたがが、、県県内内最最少少でで、、全全国国平平均均よよりり110000
人人少少なないい6600％％のの医医師師数数でで4466万万人人のの医医療療圏圏のの医医療療をを行行っってていいるる。。
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＜＜旧旧掛掛川川市市立立総総合合病病院院＞＞ ＜＜旧旧袋袋井井市市民民病病院院＞＞
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新新研研修修医医制制度度開開始始 新新研研修修医医制制度度開開始始
統統合合案案決決定定統統合合案案決決定定

病病院院統統合合のの背背景景
【【旧旧２２病病院院のの医医師師数数のの推推移移】】

新新研研修修医医制制度度にによよりり、、研研修修医医がが著著減減しし、、大大学学人人事事にによよるる医医療療のの専専門門分分化化にに応応じじ

たた医医師師確確保保ががででききなないい状状態態にに陥陥っったた。。特特にに、、袋袋井井病病院院のの医医師師不不足足はは危危機機的的状状況況

をを迎迎ええてていいたた。。
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＜＜旧旧掛掛川川市市立立総総合合病病院院＞＞ ＜＜旧旧袋袋井井市市民民病病院院＞＞
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統統合合案案決決定定統統合合案案決決定定

病病院院統統合合のの背背景景
【【旧旧２２病病院院のの診診療療実実績績のの推推移移】】

両両病病院院ととももにに入入院院患患者者数数、、外外来来患患者者数数がが激激減減ししたた。。
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病病院院統統合合のの背背景景
【【統統合合前前のの医医業業収収支支のの推推移移】】

11999988 11999999 22000000 22000011 22000022 22000033 22000044 22000055 22000066 22000077 22000088 22000099 22001100 22001111 22001122

（（億億円円））

２２病病院院とともも統統合合案案をを決決定定すするる前前ににはは医医業業収収支支ががかかななりり悪悪化化しし続続けけたた。。統統合合
案案決決定定後後はは投投資資をを控控ええたたたためめ、、医医業業収収支支のの悪悪化化はは高高止止ままりりししたた。。

掛掛川川病病院院 袋袋井井病病院院
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地域医療再生の先駆けとして統合を決意！
～医療資源の集約と急性期病床の適正化を先取り～

2013年5月1日開院（一般病床496床、感染症病床4床 計500床）

市立病院同士とし
ては全国初統合

一般病床448床
 感染症病床2床
    計 450床

一般病床398床
 感染床病床2床

計 400床

中東遠総合医療センター

掛掛川川市市立立総総合合病病院院
445500床床

11998844年年移移転転新新築築

袋袋井井市市立立袋袋井井市市民民病病院院
440000床床

11997799年年移移転転新新築築

・・臨臨床床研研修修医医制制度度のの変変更更
→→研研修修医医減減少少
→→大大学学かかららのの医医師師派派遣遣減減少少
→→診診療療科科縮縮小小・・閉閉鎖鎖

・・両両施施設設のの老老朽朽化化
→→建建てて替替ええがが必必要要

急急性性期期病病床床
335500床床削削減減

病病床床数数はは医医師師数数でで決決めめるるべべきき
医医師師8800人人でではは550000床床がが限限度度
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【【中中東東遠遠総総合合医医療療セセンンタターーのの特特色色】】

・・22001133年年55月月にに我我がが国国初初めめててのの二二つつのの市市民民病病院院ででああるる、、掛掛川川市市立立総総合合

病病院院とと袋袋井井市市立立袋袋井井市市民民病病院院がが統統合合ししててででききたた550000床床のの総総合合病病院院

・・手手術術支支援援ロロボボッットト「「ダダ・・ヴヴィィンンチチ」」、、PPEETTをを有有すするる高高次次機機能能病病院院

・・常常勤勤医医数数9944名名、、専専攻攻医医1133人人、、22年年目目研研修修医医1144人人、、11年年目目研研修修医医1144人人

        名名古古屋屋大大学学系系列列

外外科科、、内内科科、、整整形形外外科科、、救救急急科科、、小小児児科科、、口口腔腔外外科科

浜浜松松医医大大系系列列

麻麻酔酔科科、、産産婦婦人人科科、、小小児児科科、、耳耳鼻鼻科科、、眼眼科科、、皮皮膚膚科科、、放放射射線線科科

名名古古屋屋市市立立大大学学系系列列

脳脳神神経経外外科科

統統合合後後にに成成しし得得たたこことと
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資料提供 掛川市消防本部、袋井市消防本部

２２ 搬搬送送先先病病院院選選定定所所要要時時間間（（連連絡絡開開始始～～選選定定完完了了））

１１ 現現場場かからら病病院院選選定定ののたためめのの問問いい合合わわせせ回回数数がが２２回回以以上上のの件件数数

３３ 各各消消防防かからら中中東東遠遠総総合合医医療療セセンンタターーへへのの搬搬送送割割合合

開院前
（Ｈ２４年度）

掛川消防 23件/月

袋井消防 30件/月

開院後
（Ｈ２８年度）

7件/月

4件/月

開院前
（Ｈ２４年度）

掛川消防 2分26秒

袋井消防 5分26秒

開院後
（Ｈ２８年度）

1分12秒

1分45秒

開院前
（Ｈ２４年度）

掛川消防 91.2%

袋井消防 59.5%

開院後
（Ｈ２８年度）

93.6%

67.9%

搬搬送送先先病病院院選選定定所所要要時時間間がが当当院院がが断断ららなないいたためめ、、著著明明にに短短縮縮さされれたた。。

【【救救急急搬搬送送状状況況のの変変化化 ––断断ららなないい救救急急をを実実践践--】】
統統合合後後にに成成しし得得たたこことと



トトッッププククララスス
のの教教育育病病院院

研研修修医医・・専専攻攻医医
のの増増加加

トトッッププククララスス
のの救救急急病病院院

救救急急科科のの復復活活

ががんん拠拠点点病病院院
のの指指定定獲獲得得

癌癌診診療療のの
地地域域完完結結

【【中中東東遠遠総総合合医医療療セセンンタターーのの院院長長ととななりり、、達達成成すすべべききだだとと考考ええたたこことと】】

効効率率のの良良いい
働働きき方方

時時間間外外労労働働
時時間間のの短短縮縮

経経営営のの
黒黒字字化化

収収益益増増加加
支支出出縮縮小小

全全科科医医師師にによよるる
救救急急診診療療

人人間間ドドッッククのの
強強化化

予予防防医医療療強強化化
収収益益増増加加

医医師師のの増増加加果果たたすすべべきき使使命命 働働ききががいい

戦戦略略 組組織織作作りり意意識識改改革革
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他他人人頼頼みみででははだだめめ！！ シシスステテムムはは変変わわららなないい。。
自自分分たたちちがが変変わわるる！！ 自自分分たたちちでで変変ええるる！！

医医師師のの少少なないい病病院院がが成成長長すするるたためめににはは

教教育育がが大大事事！！
・・よよいい教教育育ななくくししてて、、よよいい医医師師育育たたずず

・・よよいい医医師師ななくくししてて、、よよいい医医療療ででききずず

・・よよいい医医療療ななくくししてて、、よよいい教教育育ででききずず

新新ししいい病病院院ににななっったたかかららとといいっってて、、医医師師はは集集ままららなないい。。病病院院がが生生きき残残
るるたためめににはは初初期期研研修修医医（（11－－22年年目目））、、専専攻攻医医（（33－－55年年目目））をを増増ややすすここ
ととがが必必須須ででああるるとと、、全全職職員員にに自自覚覚をを促促ししたた。。22001177年年度度かからら医医学学生生、、
研研修修医医へへのの教教育育をを全全職職員員でで行行うう体体制制をを作作りり、、実実践践ししてていいるる。。
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救救急急科科
医医師師

【【  救救急急診診療療ででのの救救急急科科医医師師、、全全科科医医師師、、初初期期研研修修医医のの関関係係性性のの変変化化】】

全全科科
医医師師

初初期期
研研修修医医

IICCUU管管理理、、急急性性期期
診診療療ででササポポーートト

救救急急診診療療でで
ササポポーートト

救救急急診診療療をを
支支ええるる

質質のの向向上上でで
医医療療ををササポポーートト

救救急急科科
医医師師

全全科科
医医師師

初初期期
研研修修医医

IICCUU管管理理、、急急性性期期
診診療療ででササポポーートト

救救急急診診療療はは
救救急急科科にに依依存存

救救急急診診療療をを
学学ぶぶ

診診療療をを学学ぶぶ

＜＜救救急急崩崩壊壊前前＞＞ ＜＜救救急急崩崩壊壊・・再再建建後後＞＞

救救急急診診療療ににおおけけるる研研修修医医のの働働きき方方をを見見てて、、
当当院院でで働働ききたたいいとと考考ええるる医医学学生生がが増増加加ししたた。。

救救急急科科医医のの働働くく環環境境のの改改
善善、、働働ききががいいののああるる環環境境
作作りりでで救救急急科科医医がが増増加加

主主体体性性をを
生生かかししたた教教育育指指導導的的教教育育

教教育育にに熱熱心心なな救救急急科科医医、、総総合合内内
科科医医ががいいななくくててもも、、全全科科医医師師でで教教
育育すするる体体制制ががででききれればば、、初初期期研研
修修医医をを増増ややすすここととはは可可能能ででああるる。。
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22001177年年度度かからら医医学学生生へへのの教教育育をを強強化化しし、、交交通通費費、、滞滞在在費費をを支支給給ししたたここととでで、、見見学学学学
生生、、22週週間間以以上上のの実実習習学学生生がが著著明明にに増増加加ししたた。。実実習習でではは初初期期研研修修医医とと同同様様なな実実体体験験
をを多多くくささせせるる。。

【【当当院院をを見見学学・・実実習習すするる医医学学生生延延人人数数のの変変化化】】
病病院院がが生生きき残残るるたためめににはは教教育育がが大大事事：：医医師師をを育育てて増増ややすす
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1144
((1100））

（（2277大大学学））

ママッッチチンンググ定定員員数数1122名名

1199

教教育育のの強強化化

1144

4455
（（2233大大学学））

22002200

1144
((77））

22002211

1144

4411
（（2211大大学学））

ママッッチチンンググ定定員員数数1144名名

2200 1155

5500

1144
((77））

（（1111大大学学））（（99大大学学））

4488

22002222

（（3311大大学学））

（（1100大大学学））

（（88大大学学）） （（88大大学学））

1133 1144
((55））

1144
（（1111大大学学））

1100

22002233

3311
（（1199大大学学））

1133
((44））

（（88大大学学））

1144

22002244

5555
（（1199大大学学））

1122
((44））

（（1111
大大学学））

1122

【【当当院院でで研研修修すするるここととをを希希望望すするる医医学学生生数数のの変変化化】】

22001188年年度度かからら５５年年連連続続でで初初期期研研修修医医1144人人枠枠ををフフルルママッッチチしし、、
５５年年連連続続、、全全員員がが医医師師国国家家試試験験にに合合格格ししたた。。減減少少ししてていいたた第第一一希希望望
者者もも増増加加にに転転じじたた。。

病病院院がが生生きき残残るるたためめににはは教教育育がが大大事事：：医医師師をを育育てて増増ややすす

CChhuuttooeenn GGeenneerraall MMeeddiiccaall CCeenntteerr
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【【初初期期研研修修医医のの全全国国規規模模研研修修医医対対象象能能力力試試験験ででのの成成績績】】

教教育育のの強強化化

研研修修１１年年目目

研研修修２２年年目目

総総合合

参参加加病病院院数数

22001188年年

２２１１２２位位

３３４４２２位位

３３６６００位位

550033病病院院

22001199年年

１１９９８８位位

２２３３４４位位

１１６６９９位位

553399病病院院

22002200年年

８８２２位位

３３７７位位

559933病病院院

22002211年年

２２６６位位

１１８８位位

664422病病院院

22002222年年

２２８８位位

７７３３位位

666622病病院院

初初期期研研修修医医はは11年年目目のの成成長長がが顕顕著著ととななりり、、２２年年目目ははささららにに優優秀秀にに成成長長
ししたたここととでで総総合合順順位位がが著著明明にに上上ががっったた。。ししかかしし最最近近はは２２年年目目でで成成績績がが
低低下下ししてていいるるたためめ、、教教育育はは常常にに高高みみをを目目指指すすここととがが重重要要ででああるる。。

１１５５位位３３１１位位 ２２６６位位

22002233年年

１１８８７７位位

４４２２位位

６６１１位位

669966病病院院

当当院院のの研研修修医医はは優優秀秀でですす。。彼彼ららがが救救急急医医療療のの質質をを高高めめてていいまますす。。

病病院院がが生生きき残残るるたためめににはは教教育育がが大大事事：：医医師師をを育育てて増増ややすす

22002244年年

１１５５３３位位

２２００７７位位

１１５５００位位

666644病病院院

CChhuuttooeenn GGeenneerraall MMeeddiiccaall CCeenntteerr
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【【常常勤勤医医、、専専攻攻医医、、初初期期研研修修医医数数のの推推移移】】

開開院院時時かからら医医師師数数はは4499人人増増加加ししてていいるるがが、、常常勤勤医医数数のの増増加加はは1155人人
にに留留ままるる。。初初期期研研修修医医、、専専攻攻医医のの増増加加でで医医師師数数がが増増加加ししたた。。
ししかかしし、、派派遣遣医医師師のの減減少少にによよりり縮縮小小さされれたた診診療療科科はは少少ななくくなないい。。

病病院院がが生生きき残残るるたためめににはは教教育育がが大大事事：：医医師師をを育育てて増増ややすす

22001166 22001177 22001188 22001199 22002200

（（人人））

2200221122001133 22001144 22001155
00

2200

4400

6600

8800

110000

112200

114400

116600
常常勤勤医医 専専攻攻医医 初初期期研研修修医医

22002222
（（年年度度））

22002233 22002244

教教育育のの強強化化

22002255



当当院院のの医医師師数数増増加加へへのの対対策策

・・特特定定のの医医師師にに教教育育をを任任せせるるののででははななくく、、全全医医師師、、
全全職職員員でで教教育育をを行行おおううととすするる姿姿勢勢がが重重要要ででああるる。。

・・医医学学生生実実習習をを呼呼びび込込むむここととががママッッチチンンググ受受験験者者をを
増増ややすすののにに有有効効ででああるる。。

・・研研修修医医をを受受動動的的なな学学びびかからら自自主主的的なな学学びびへへとと発発
展展ささせせるるここととがが重重要要ででああるる。。

・・外外部部かからら医医師師がが来来るるののをを待待つつののででははななくく、、自自分分たた
ちちでで医医師師をを育育ててるるここととをを行行ううべべききででああるる。。

CChhuuttooeenn GGeenneerraall MMeeddiiccaall CCeenntteerr
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33000000

44000000

55000000

66000000

77000000

88000000

22001133 22001144 22001155 22001166 22001177 22001188 22001199 22002200 22002211 22002222 22002233 22002244

全全科科ででのの救救急急診診療療体体制制へへ

ココロロナナ禍禍

【【救救急急搬搬送送件件数数のの推推移移】】

全全科科医医師師にによよるる救救急急診診療療体体制制にに移移行行ししたた後後にに応応需需率率がが9966％％以以上上ににななりり、、救救急急搬搬送送
件件数数はは増増加加ししたた。。22002244年年度度はは77000000件件をを超超ええるるままででにに増増加加ししててききてていいるる。。応応需需率率はは
9999％％以以上上にに達達ししてていいるる。。

（（件件））

統統合合後後にに成成しし得得たたこことと

CChhuuttooeenn GGeenneerraall MMeeddiiccaall CCeenntteerr
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11年年にに２２例例ほほどど脳脳死死下下移移植植例例ががあありり、、ココロロナナ禍禍ににおおいいててもも継継続続ししてていいたた。。
救救急急科科医医数数のの影影響響はは限限定定的的ででああっったたがが、、救救急急科科医医１１人人ででのの運運用用はは厳厳ししかかっったた。。チチーームム
がが醸醸成成ししたたここととでで乗乗りり切切れれたた。。

当当院院でで脳脳死死下下臓臓器器提提供供をを開開始始

**：：心心停停止止下下移移植植例例

症症例例 年年代代 移移植植日日 曜曜日日 性性別別 原原疾疾患患 心心臓臓 肺肺 肺肺 肝肝臓臓 膵膵臓臓 腎腎臓臓 腎腎臓臓

00 2200 22001177 火火 男男 交交通通事事故故 熱熱海海 浜浜医医大大

11 4400 22001188 土土 男男 低低酸酸素素性性脳脳症症 九九大大 福福岡岡大大 慶慶応応大大 熱熱海海 浜浜医医大大

22 6600 22001188 休休日日 女女 小小脳脳出出血血 阪阪大大 女女子子医医大大 岐岐大大 名名古古屋屋第第二二

33 5500 22001199 金金 男男 くくもも膜膜下下出出血血 阪阪大大 東東大大 独独協協大大 慶慶応応大大 広広島島大大 浜浜医医大大

44 6600 22001199 水水 男男 脳脳血血管管障障害害 国国循循 東東北北大大 東東大大 熱熱海海

55 6600 22002200 土土 女女 低低酸酸素素性性脳脳症症 東東大大 XX XX XX XX

66 4400 22002211 土土 男男 脳脳出出血血 国国循循 京京大大

77 7700 22002211 木木 男男 低低酸酸素素性性脳脳症症 東東大大 東東大大

88 5500 22002222 水水 男男 くくもも膜膜下下出出血血 国国循循 東東北北大大 東東北北大大 京京大大 浜浜医医大大 熱熱海海

99 4400 22002233 土土 女女 低低酸酸素素性性脳脳症症 XX XX XX 東東大大 XX XX XX

1100 6600 22002233 土土 男男 低低酸酸素素性性脳脳症症 国国循循 東東北北大大 京京大大

** （（１１））

（（３３））

（（４４））

（（５５））

（（ ））内内はは救救急急科科医医数数
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運運行行開開始始：：22002222年年1100月月2244日日
活活動動時時間間：：平平日日日日勤勤帯帯
活活動動状状況況（（22002222..1100..2244--22002255..33..2266））：：
・・要要請請総総数数 11,,220022件件 （（11日日平平均均 約約22..11件件））
・・要要請請かからら出出動動ままででのの平平均均時時間間 11..99分分
・・キキャャンンセセルル件件数数 337788件件 （（3311％％））
（（理理由由：：軽軽症症221177件件、、搬搬送送優優先先4477件件、、死死後後硬硬直直6633件件、、そそのの他他5511件件））

・・出出動動地地域域
掛掛川川市市 664466件件
袋袋井井市市 447744件件
森森町町 8822件件

【【ドドククタターーカカーーのの運運行行状状況況】】
病病院院統統合合をを行行ううここととでで地地域域のの救救急急医医療療にに役役立立ててたた

20
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【【ドドククタターーカカーーのの運運行行状状況況のの推推移移】】
病病院院統統合合をを行行ううここととでで地地域域のの救救急急医医療療にに役役立立ててたた

要要請請数数がが増増ええ、、接接触触件件数数もも増増加加しし、、現現場場、、ままたたはは現現場場近近くくでで医医師師がが
早早期期にに救救急急対対応応ででききるる機機会会がが増増ええたた。。

（（件件））

00

110000

220000

330000

440000

550000

660000 接接触触件件数数 ｷｷｬｬﾝﾝｾｾﾙﾙ件件数数

22002244年年度度22002233年年度度22002222年年度度
（（66ケケ月月分分））
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救救急急科科をを復復活活ささせせ、、ささららにに成成長長ささせせるるこことと

【【高高速速道道路路緊緊急急開開口口部部使使用用件件数数】】

緊緊急急開開口口部部をを使使用用ででききるるここととででドドククタターーカカーーののドドッッキキンンググポポイインントトがが増増
加加しし、、対対応応件件数数がが増増加加ししてていいるる。。麻麻酔酔科科、、産産婦婦人人科科医医師師のの緊緊急急呼呼出出
ししににももででききるるよよううににななりり、、緊緊急急処処置置がが早早くくででききるるよよううににななっったた。。

00

22

44

66

88

1100

1122
ドドククタターーカカーー 緊緊急急呼呼出出しし

（（件件数数））
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【【県県内内のの各各医医療療圏圏ににおおけけるるががんん診診療療のの自自己己完完結結率率】】

中中東東遠遠医医療療圏圏かからら他他医医療療圏圏（（主主にに西西部部医医療療圏圏））へへ２２割割以以上上のの患患者者がが
流流出出ししてていいるる。。圏圏域域内内でで治治療療をを完完結結ししたたいい。。

2016年度 第2回中東遠地域医療構想調整会議資料より

胃胃ががんん
（（入入院院））

大大腸腸ががんん
（（入入院院））

肺肺ががんん
（（入入院院））

乳乳ががんん
（（入入院院））

化化学学療療法法
（（外外来来））

放放射射線線療療法法
（（外外来来））

賀茂 36.5% 52.7% 22.9% 43.1% 14.5% 0.0%

熱海伊東 54.8% 59.7% 32.8% 57.7% 40.3% 0.0%

駿東田方 100.0% 98.7% 100.0% 100.0% 98.4% 100.0%

富士 64.3% 83.4% 32.9% 68.2% 48.7% 58.6%

静岡 96.9% 95.9% 96.8% 94.2% 94.2% 92.9%

志太榛原 83.1% 90.5% 76.5% 87.2% 71.1% 83.1%

中中東東遠遠 7799..88%% 7799..44%% 7744..55%% 6655..77%% 7744..33%% 7777..66%%

西部 96.9% 97.4% 100.0% 100.0% 97.8% 98.6%

ががんん拠拠点点病病院院のの指指定定をを受受けけるるこことと

CChhuuttooeenn GGeenneerraall MMeeddiiccaall CCeenntteerr
23



ががんん拠拠点点病病院院のの指指定定をを受受けけるるこことと
【【ががんん治治療療件件数数のの推推移移】】

癌癌診診療療をを強強化化すするるここととでで癌癌症症例例のの治治療療件件数数はは増増加加しし、、緩緩和和ケケアア機機能能がが著著明明にに向向上上ししたた。。

00

550000

11,,000000

11,,550000

22,,000000

22,,550000

22001133 22001144 22001155 22001166 22001177 22001188 22001199 22002200 22002211 22002222

＜＜ががんん患患者者入入院院症症例例数数＞＞

00

110000

220000

330000

440000

550000

660000

22001133 22001144 22001155 22001166 22001177 22001188 22001199 22002200 22002211 22002222

＜＜ががんん患患者者手手術術症症例例数数＞＞

00

550000

11,,000000

11,,550000

22,,000000

22,,550000

33,,000000

33,,550000

44,,000000

44,,550000

55,,000000

22001133 22001144 22001155 22001166 22001177 22001188 22001199 22002200 22002211 22002222

＜＜放放射射線線療療法法症症例例数数＞＞

癌癌診診療療のの
強強化化 癌癌診診療療のの

強強化化

00

22,,000000

44,,000000

66,,000000

88,,000000

1100,,000000

22001133220011442200115522001166220011772200118822001199220022002200221122002222

＜＜化化学学療療法法症症例例数数＞＞

癌癌診診療療のの強強化化

癌癌診診療療のの強強化化

00

11,,000000

22,,000000

33,,000000

44,,000000

55,,000000

66,,000000

77,,000000

22001133220011442200115522001166220011772200118822001199220022002200221122002222

<<緩緩和和ケケアアチチーームム介介入入数数>>

癌癌診診療療のの
強強化化

00

550000

11,,000000

11,,550000

22,,000000

22,,550000

33,,000000

22001133220011442200115522001166220011772200118822001199220022002200221122002222

＜＜ががんん相相談談件件数数＞＞

癌癌診診療療のの
強強化化

ココロロナナ禍禍
ココロロナナ禍禍

ココロロナナ禍禍

ココロロナナ禍禍

ココロロナナ禍禍 ココロロナナ禍禍
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【【ががんん診診療療体体制制のの強強化化にに向向けけたた取取りり組組みみ】】
22001177年年度度

22001188年年度度

22001199年年度度

22002200年年度度

22002211年年度度

22002222年年度度

22002233年年度度

22002266年年度度

＜＜ががんん拠拠点点病病院院指指定定ププロロジジェェククトトのの開開始始＞＞

・・ががんん相相談談支支援援セセンンタターー開開設設

・・緩緩和和ケケアア外外来来開開設設

・・ぬぬくくももりりのの会会（（ががんん患患者者会会））開開始始

・・静静岡岡県県地地域域ががんん診診療療連連携携推推進進病病院院申申請請

・・静静岡岡県県地地域域ががんん診診療療連連携携推推進進病病院院指指定定（（22001199年年1100月月１１日日付付けけ））

・・就就職職支支援援相相談談のの開開始始（（ハハロローーワワーーククととのの連連携携））

・・緩緩和和ケケアア研研修修会会集集合合研研修修開開始始

・・地地域域ががんん診診療療連連携携拠拠点点病病院院申申請請→→辞辞退退 （（地地域域のの合合意意がが不不十十分分））

治治療療とと仕仕事事のの両両立立支支援援相相談談のの開開始始（（静静岡岡産産業業保保健健総総合合セセンンタターーととのの連連携携））

・・患患者者ササロロンン開開始始

・・ＰＰＥＥＴＴががんん検検診診半半額額キキャャンンペペーーンンのの実実施施

・・地地域域ががんん診診療療連連携携拠拠点点病病院院申申請請→→辞辞退退 （（精精神神科科常常勤勤医医ががいいなないいたためめ））

・・ががんん・・緩緩和和ケケアア支支援援セセンンタターー開開設設

・・地地域域ががんん診診療療連連携携拠拠点点病病院院申申請請

・・地地域域ががんん診診療療連連携携拠拠点点病病院院指指定定（（22002233年年44月月１１日日付付けけ））

・・緩緩和和ケケアア病病棟棟開開設設予予定定  （（22002233年年1100月月））

・・高高度度放放射射線線治治療療機機器器（（２２台台））導導入入予予定定
・・人人間間ドドッックク・・健健診診セセンンタターー新新棟棟開開設設予予定定

ががんん拠拠点点病病院院のの指指定定をを受受けけるるこことと

申申請請不不備備項項目目 ３３８８件件

申申請請不不備備項項目目 １１件件

申申請請不不備備項項目目 ００件件

（（必必須須項項目目112277項項目目））
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ココロロナナ禍禍

22001133 22001144 22001155 22001166 22001177 22001188 22001199 22002200 22002211 22002222 22002233

在在院院日日数数のの短短縮縮強強化化

＜＜11日日平平均均入入院院患患者者数数＞＞（（人人））

22001133 22001144 22001155 22001166 22001177 22001188 22001199 22002200 22002211 22002222 22002233

＜＜医医業業収収益益＞＞
在在院院日日数数のの短短縮縮強強化化 ココロロナナ禍禍

--11..440000
--11..220000
--11..000000

--880000
--660000
--440000
--220000

00

220000
（（百百万万円円））

在在院院日日数数のの短短縮縮強強化化
ココロロナナ禍禍

＜＜経経常常損損益益＞＞

88..00

88..55

99..00

99..55

1111..00
（（日日））

5500000000

6600000000

7700000000

8800000000
（（円円））

1100..00

1100..55

22001133 22001144 22001155 22001166 22001177 22001188 22001199 22002200 22002211 22002222 22002233

（（百百万万円円））

＜＜平平均均在在院院日日数数とと入入院院診診療療単単価価＞＞

220000

330000

440000

550000

88000000

1166000000

1100000000

1144000000

1122000000

1188000000

22001166 22001177 22001188 22001199 22002200 2200221122001155 22002222 220022332200114422001133

在在院院日日数数のの短短縮縮強強化化 ココロロナナ禍禍

22002244

22002244

22002244

22002244

【【開開院院後後のの医医療療業業績績のの推推移移】】

開開院院後後入入院院患患者者がが増増加加ししたた。。業業務務をを効効率率化化しし、、在在院院日日数数をを短短縮縮ししたたここととでで入入院院診診療療単単価価がが高高くく
ななりり、、医医業業収収益益のの減減少少幅幅をを少少ななくくででききたた。。ココロロナナ禍禍ででもも病病床床のの対対応応ががででききたた。。

病病院院経経営営をを黒黒字字ににすするるこことと

26



00

11000000

22000000

33000000

66000000

77000000
（（件件））

癌癌診診療療のの強強化化
手手術術件件数数増増加加策策

22001166 22001177 22001188 22001199 22002200
（（年年度度））

2200221122001133 22001144 22001155

全全身身麻麻酔酔 そそのの他他のの麻麻酔酔

22002222

ココロロナナ禍禍

手手術術件件数数のの推推移移

開開院院後後、、一一過過性性にに手手術術件件数数はは増増加加ししたたがが、、そそのの後後はは減減少少傾傾向向にに転転じじたた。。癌癌治治療療のの強強
化化、、手手術術件件数数増増加加策策をを施施すすここととででココロロナナ禍禍後後はは手手術術件件数数、、全全麻麻件件数数ととももにに増増加加傾傾向向
ににああるる。。

22002233 22002244

44000000

55000000
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【【統統合合前前後後のの医医業業収収支支のの推推移移】】

２２病病院院がが統統合合すするるここととでで医医業業損損益益はは11//33ほほどどにに減減少少ししたた。。医医療療内内容容がが
向向上上しし、、ささららにに黒黒字字化化ししたた時時ののよよううなな医医業業収収支支ででああれればば、、建建築築費費222222
億億円円をを1166年年でで償償却却ででききるる。。ししかかししココロロナナ禍禍でで収収益益はは悪悪化化ししたた。。

病病院院経経営営をを再再びび黒黒字字ににすするるこことと

11999988 11999999 22000000 22000011 22000022 22000033 22000044 22000055 22000066 22000077 22000088 22000099 22001100 22001111 22001122

統統合合案案決決定定

--2255

--2200

--1155

--1100

--55

00

55
（（億億円円））

22001133 22001144 22001155 22001166 22001177 22001188 22001199 22002200 22002211 22002222

病病院院統統合合

掛掛川川病病院院 袋袋井井病病院院 中中東東遠遠総総合合医医療療セセンンタターー

黒黒字字化化 ココロロナナ禍禍

22002233 22002244
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00

1100

2200

22001133 22001144 22001155 22001166 22001177 22001188 22001199 22002200 22002211

3300

年年11220000時時間間以以上上 年年996600--11119999時時間間以以上上 年年772200--995599時時間間

（（人人））

【【時時間間外外労労働働がが年年772200時時間間以以上上のの医医師師数数のの推推移移】】

（（年年度度））

22001177年年度度はは救救急急医医がが激激減減しし、、全全科科のの医医師師でで救救急急医医療療をを行行ううここととににななりり、、
時時間間外外労労働働のの長長いい医医師師がが増増加加ししたた。。時時間間外外労労働働対対策策をを強強化化すするるこことと
でで、、時時間間外外労労働働のの長長いい医医師師はは激激減減ししたた。。

時時間間外外労労働働対対策策のの強強化化

当当直直時時間間労労
働働のの勤勤務務時時
間間労労働働へへのの
振振りり替替ええ

救救急急業業務務をを
全全科科のの医医師師
でで行行うう 研研修修医医

フフルルママッッチチ
時時間間外外申申請請
詳詳細細記記載載

タタイイムムレレココーーダダーー導導入入
待待機機医医呼呼びび出出しし対対策策
研研修修医医、、専専攻攻医医のの増増加加
会会議議数数、、委委員員数数のの削削減減
CCOOVVIIDD--1199でで患患者者減減少少

長長時時間間時時間間
外外労労働働医医師師
のの個個別別指指導導
強強化化

22002222

AA水水準準をを
申申請請

22002233

ココロロナナ禍禍

効効率率のの良良いい働働きき方方のの促促進進
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静静岡岡県県内内ののCCOOVVIIDD--1199発発生生状状況況

西部
9

志太
榛原

2

静岡
２4

富士
１3

駿東
田方

9

熱海
伊東
11

賀茂
5

中中東東遠遠
15 ●

●
●

●

●

●
●

●
●

●

● 第第２２種種感感染染症症指指定定医医療療機機関関
（（感感染染症症病病室室をを有有すするる指指定定病病院院））

● CCOOVVIIDD--1199感感染染対対応応ででききななかかっったた
第第２２種種感感染染症症指指定定医医療療機機関関

1133

● 上上記記病病院院以以外外でで感感染染者者対対応応をを
行行っったた病病院院

●

●

●

・・医医師師不不足足のの地地区区ででCCOOVVIIDD--1199感感染染発発症症がが多多かかっったた。。
・・入入院院診診療療ししたた病病院院はは東東部部ににはは多多かかっったたがが、、患患者者対対応応がが難難ししくく、、
他他地地区区にに搬搬送送さされれたた時時期期ががああっったた。。

2020.6.3現在

東東部部 ３３８８名名
中中部部 ２２００名名
西西部部 １１７７名名}７７５５名名

● ●
●

●

1177
55

22

22
22

88
11

88

44

66

55

11

99
22

33

55
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CCOOVVIIDD--1199入入院院患患者者のの入入院院時時期期、、期期間間

22//1122 33//11 33//1155 44//11 44//1155 55//11 55//1155 66//11

1122

2200

1100

1111
1111
1111

1188

2299

44

1144

1122
1111

1155

3377

1122

*

***

*

*

ダダイイアアモモンンドドププリリンンセセスス号号

* 東東部部かからら

感感染染疑疑いい
軽軽症症
中中等等症症
重重症症

・・２２回回のの危危機機的的状状況況ががああっったた。。
・・１１回回目目：：東東部部かかららのの受受入入れれでで感感染染陰陰圧圧室室満満室室。。
・・２２回回目目：：地地域域内内ででククララススタターー発発生生++東東部部かからら重重症症者者

再再陽陽性性例例

{{

{{

{{ 家家族族

ウウイイルルスス量量のの多多いい例例
（（全全例例東東京京かかららみみ））

*
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県県内内新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染者者数数推推移移

第第１１回回病病院院長長会会議議

第第３３波波でではは自自宅宅待待機機者者がが非非常常にに多多くくななりり、、入入院院調調整整にに時時間間ががかかかかっっててるるここととをを示示唆唆
ししたた。。病病院院長長会会議議後後はは宿宿泊泊施施設設のの収収容容者者がが増増加加しし、、病病床床占占拠拠率率はは低低下下ししたた。。
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【【CCOOVVIIDD--1199第第３３波波感感染染者者急急増増重重点点病病院院病病院院長長会会議議発発足足】】

・・重重症症病病床床をを短短期期間間にに増増床床

⇒⇒重重症症者者対対応応病病床床のの逼逼迫迫をを解解消消ででききたた。。

・・会会議議をを重重ねねるるごごととにに重重症症病病床床、、対対応応病病床床がが増増加加

・・県県全全体体のの感感染染者者入入院院状状況況のの共共有有

⇒⇒翌翌日日かからら全全県県のの入入院院状状況況がが共共有有ででききるるよよううににななっったた。。

・・院院内内感感染染病病院院へへのの病病院院間間ササポポーートト体体制制のの確確立立

・・広広域域搬搬送送患患者者のの搬搬送送適適用用、、連連絡絡のの一一本本化化

・・透透析析施施設設、、高高齢齢者者施施設設ででののククララススタターー発発生生時時のの対対応応、、感感染染者者入入院院・・広広域域搬搬送送のの適適応応確確認認

・・人人工工呼呼吸吸器器管管理理、、EECCMMOO管管理理のの適適応応のの確確認認、、EECCMMOO対対応応施施設設のの指指定定

・・ホホテテルル収収容容基基準準のの緩緩和和：：状状態態悪悪化化時時はは迅迅速速にに病病院院がが受受けけ入入れれるるここととをを病病院院長長がが了了解解ししたた。。

・・感感染染対対応応ででききるる病病院院、、病病床床をを増増加加ささせせるる方方策策をを作作成成しし、、実実施施

・・感感染染後後のの後後方方病病院院へへのの転転院院基基準準のの明明確確化化、、後後方方病病院院のの増増加加対対策策

重重点点病病院院病病院院長長、、静静岡岡県県病病院院協協会会、、静静岡岡県県行行政政にに働働ききかかけけ、、開開催催

（（重重症症者者がが急急増増しし、、対対応応病病床床がが逼逼迫迫ししたたたためめ急急遽遽開開催催））

病病院院、、行行政政がが連連携携すするるここととでで、、短短期期間間でで多多くくのの問問題題をを解解決決でできき、、静静岡岡県県のの病病
床床逼逼迫迫はは回回避避さされれたた。。ここのの対対策策ででそそのの後後のの大大ききなな感感染染流流行行ににおおいいててもも逼逼迫迫
すするるここととははななかかっったた。。

新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染禍禍ににおおいいてて成成しし得得たたこことと
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【【病病院院ととつつななががるる感感染染者者療療養養ホホテテルルのの管管理理法法】】

病病院院 ホホテテルル

医医師師 感感染染者者

電電話話、、アアププリリででのの情情報報
収収集集22回回//日日（（77時時、、1155時時））

SSppOO22値値、、体体温温、、症症状状
チチェェッッククシシーートトのの

確確認認
（（症症状状不不安安定定のの人人ににはは
2200時時こころろにに電電話話確確認認））

看看護護師師
５５病病院院かからら派派遣遣

感感染染者者

＜＜単単独独のの病病院院ででホホテテルルをを管管理理すするる時時＞＞

多多いい時時異異常常時時にに
オオンンラライインン診診察察

看看護護師師看看護護師師

悪悪化化時時、、急急変変時時にに
連連絡絡

新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染禍禍ににおおいいてて成成しし得得たたこことと

不不適適切切ななホホテテルルかからら病病院院へへのの搬搬送送がが激激
減減しし、、治治療療後後のの感感染染者者をを病病院院かかららホホテテ
ルルにに移移動動ささせせるるここととももででききたた。。ココロロナナ第第
二二病病棟棟ののよよううにに利利用用すするるここととががででききたた。。
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第第１１波波（（22002200..33--66））

第第２２波波（（22002200..77--1100））

第第３３波波（（22002200..1111--22002211..33））

第第４４波波（（22002211..44--66））

第第５５波波（（22002211..77--99））

第第６６波波（（22002211..1100--22002222..33））

【【当当院院ににおおけけるるCCOOVVIIDD--1199感感染染者者のの入入院院状状況況】】

（（９９名名はは
他他圏圏域域かからら））

（（死死亡亡者者２２名名：：
血血栓栓でで死死亡亡））

（（死死亡亡者者11名名：：
喚喚起起不不全全でで死死亡亡））

静静岡岡県県感感染染者者数数

重重症症者者 中中等等症症者者 軽軽症症者者 計計

11

00

99

33

77

00

2200

33

11

1155

3377

5544

2288

113388

99

3300

8899

2244

6633

1155

223300

当当院院入入院院者者数数

1133

3311

111133

6644

112244

4433

338888計計

8800

557755

33997755

33660033

1177228899

9944994466

11220044990011

11

11

8888

3322

5555

116677

334444

55

55

6600

2211

5544

3366

117711

総総数数 死死亡亡者者 重重症症者者

（（11..2255%%））

（（00..1177%%））

（（22..2211%%））

（（00..8899%%））

（（00..3322%%））

（（00..1188%%))

((00..0033%%))

（（66..2255%%））

（（00..8866%%））

（（11..5511%%））

（（00..5588%%））

（（00..3311%%））

（（00..0044%%））

((00..0011%%))

圏圏域域内内のの感感染染者者にに対対ししてて断断るるここととななくく対対応応ししたた。。ささららにに静静岡岡県県のの他他圏圏域域かかららのの
依依頼頼もも断断ららずず対対応応ししたたたためめ、、静静岡岡県県のの重重症症者者のの11//88をを当当院院がが対対応応ししたた。。

（（6699%%））

（（9977%%））

（（7799%%））

（（3388%%））

（（5511%%））

（（3355%%））

（（  5599%%））

(( ))    内内はは軽軽症症者者のの占占めめるる割割合合

新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染禍禍ににおおいいてて成成しし得得たたこことと
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【【掛掛川川市市とと袋袋井井市市ががワワククチチンン接接種種ででつつななががるる】】

新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染禍禍ににおおいいてて成成しし得得たたこことと

エエココパパススタタジジアアムムでで掛掛川川市市とと袋袋井井市市がが一一緒緒ににななっってて、、高高齢齢者者、、成成人人、、
小小児児ののワワククチチンン接接種種をを当当院院のの職職員員がが協協力力ししてて行行っったた。。小小児児ののワワククチチンン
接接種種ににはは森森町町もも一一緒緒ととななっってて参参加加ししたた。。

短短期期間間でで多多くくのの市市民民にに接接種種でできき、、第第55波波のの収収束束にに有有効効ででああっったた。。
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静静岡岡朝朝日日テテレレビビ生生出出演演 2020.5.23

２２００１１９９年年度度

２２００２２００年年度度

２２００２２１１年年度度

２２００２２２２年年度度

新新聞聞 テテレレビビ 雑雑誌誌 そそのの他他 計計

２２６６

８８００

４４３３

１１１１

４４

５５６６

２２５５

７７

２２

３３

００

００

３３３３

１１４４２２

７７２２

１１８８

（（内内11件件AAEERRAA))

（（44月月--77月月))

１１

３３

４４

００

【【報報道道、、メメデディィアアととつつななががりり、、正正ししいい情情報報をを提提供供】】

・・メメデディィアアをを通通じじてて正正確確なな
情情報報をを人人々々にに知知ららせせるるここ
ととがが重重要要。。

・・病病院院長長がが院院内内外外のの状状況況、、
保保健健所所・・行行政政のの対対応応ななどど
をを俯俯瞰瞰的的にに評評価価ででききるるかか
ららここそそ、、感感染染症症専専門門家家でで
ははななくく、、病病院院長長がが人人々々にに
情情報報をを発発信信すするるべべききででああ
るる。。
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【【医医療療費費、、薬薬剤剤・・機機器器輸輸入入超超過過額額のの推推移移】】

（（兆兆円円））

医医療療費費高高騰騰のの原原因因のの一一つつはは高高額額なな薬薬剤剤のの使使用用増増加加でで多多くくはは輸輸入入薬薬剤剤ででああるる。。問問題題
はは日日本本のの科科学学、、技技術術力力のの衰衰退退ににもも原原因因ああるる。。国国のの資資力力がが海海外外にに流流出出ししてていいるるここととがが
問問題題のの根根源源ででああるる。。

00

1100

2200

3300

4400

日日本本のの医医療療がが抱抱ええるる問問題題はは産産業業力力のの問問題題ででああるる

＜＜医医療療費費＞＞ ＜＜薬薬剤剤・・機機器器輸輸入入超超過過額額＞＞

22001100年年 22002200年年 22001100年年 22002200年年

薬薬剤剤輸輸入入超超過過額額
機機器器輸輸入入超超過過額額

医医療療費費高高騰騰のの問問題題ににはは医医
療療のの高高度度化化のの勢勢いいにに産産業業
力力がが追追いい付付けけななかかっったたこことと
がが関関与与ししてていいるる。。
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【【医医療療費費高高騰騰のの要要因因とと対対策策】】

日日本本のの医医療療のの抱抱ええるる問問題題

＜＜医医療療費費高高騰騰のの要要因因＞＞
高高齢齢化化 ⇒⇒元元気気なな老老人人をを多多くくすするる

介介護護のの手手間間をを省省けけるる
☛☛労労働働人人口口をを増増ややしし、、生生産産性性をを高高めめるる

高高額額なな薬薬剤剤 ⇒⇒国国産産をを増増ややすす
（（主主にに外外資資系系）） 海海外外にに輸輸出出すするる

⇒⇒癌癌、、認認知知症症をを早早期期診診断断・・治治療療すするる
⇒⇒疾疾病病のの予予防防

最最新新のの機機器器 ⇒⇒国国産産をを増増ややすす
（（主主にに外外資資系系）） 海海外外にに輸輸出出すするる

健健診診ででフフレレイイルル（（心心身身のの脆脆弱弱））
をを予予防防すするる

健健診診でで高高血血圧圧、、高高脂脂血血症症、、糖糖尿尿病病をを予予防防すするる

健健診診でで癌癌、、認認知知症症をを早早期期発発見見すするる

創創薬薬のの開開発発力力をを高高めめるる

機機器器のの開開発発力力をを高高めめるる

CChhuuttooeenn GGeenneerraall MMeeddiiccaall CCeenntteerr
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99,,665588

1100,,880044

1111,,665511
1111,,991122

1122,,446622

1133,,226699
1133,,886666

1133,,114477

1144,,117777
1144,,997722

22001133 22001144 22001155 22001166 22001177 22001188 22001199 22002200 22002211 22002222 22002233

【【健健診診数数（（人人間間ドドッックク、、予予防防検検診診、、企企業業健健診診のの推推移移】】

健健診診数数はは予予防防検検診診、、企企業業健健診診はは開開院院後後増増加加しし続続けけてていいまますす。。人人間間ドドッッ
クク受受診診者者ははココロロナナ禍禍にに一一時時的的にに減減少少ししたたがが、、増増加加にに転転じじてていいまますす。。

ココロロナナ禍禍

115522％％

221100％％

119900％％

健健診診医医療療のの
強強化化

116655％％
1155,,992277

00

22000000

44000000

66000000

88000000

1100000000

1122000000

1144000000

1166000000
（（人人））

ドドッックク
（（日日帰帰りり・・宿宿泊泊））

企企業業健健診診

予予防防健健診診

健健診診受受診診者者がが増増ええ続続けけてていいまますす
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22001166--22001199年年間間でで便便潜潜血血陽陽性性大大腸腸内内視視鏡鏡検検査査施施行行者者11661166人人中中、、生生検検、、ポポリリーーププ切切除除例例773388人人（（4455..77％％））、、大大腸腸癌癌8877人人（（55..44％％））
大大腸腸癌癌8877人人：：ssttaaggee00 4444人人、、ssttaaggee11 1177人人、、ssttaaggee22 1133人人、、ssttaaggee33 1111人人、、ssttaaggee44 22人人（（11人人癌癌死死））

乳乳癌癌 大大腸腸癌癌 胃胃癌癌 肺肺癌癌 前前立立腺腺癌癌 腎腎臓臓癌癌 そそのの他他

22001133 22001144 22001155 22001166 22001177 22001188 22001199 22002200 22002211 22002222 22002233

【【健健診診でで見見つつけけたた癌癌症症例例数数のの推推移移】】

人人間間ドドッックク・・健健診診セセンンタターー受受診診ををききっっかかけけにに見見つつかかっったた癌癌有有病病者者数数はは
年年々々増増加加しし、、大大腸腸癌癌、、乳乳癌癌、、胃胃癌癌、、肺肺癌癌がが多多いいでですす。。22002222年年度度はは
22001144年年度度のの33..8833倍倍でで健健診診数数のの増増加加率率11..8877倍倍よよりり高高率率でですす。。

ココロロナナ禍禍

（（人人））

00

1100

2200

3300

4400

5500

6600

7700 338833％％
健健診診医医療療・・癌癌診診療療のの

強強化化

8800

**

**

22002244年年77月月ままででのの集集計計

††

††
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55..7700
55..9955

66..2211

22001133 22001144 22001155 22001166 22001177 22001188 22001199 22002200 22002211 22002222 22002233

【【人人間間ドドッックク・・健健診診セセンンタターーのの収収入入のの推推移移】】

人人間間ドドッッククはは予予防防健健診診、、企企業業健健診診よよりり伸伸びび率率がが低低いい。。ししかかしし健健診診数数のの増増加加
率率よよりり、、収収益益増増加加率率のの方方がが高高いい。。医医業業利利益益率率がが4455％％前前後後とと高高いいたためめ、、人人間間
ドドッックク医医業業収収支支はは増増加加ししてていいるる。。人人間間ドドッックク健健診診をを増増ややしし、、オオププシショョンン選選択択をを
増増ややすすここととでで利利益益率率がが向向上上しし、、ささららななるる収収益益増増加加がが期期待待ででききるる。。

ココロロナナ禍禍

（（億億円円））

00

11

22

33

44

55

66

77
健健診診医医療療のの

強強化化

118877％％

115588％％

221144％％

220022％％

33..3344

44..0033
44..2200 44..3344

44..5522
44..8811

55..2277
44..9900

ドドッックク
（（日日帰帰りり・・宿宿泊泊））

脳脳ドドッックク PPEETT検検診診 企企業業健健診診 予予防防健健診診 そそのの他他
（（婦婦人人科科、、特特保保））

22..1100
((4477%%))

22..1122
((4444%%))

22..4444
((4466%%)) 22..0033

((4422%%))

22..7744
((4488%%)) 22..4488

((4422%%))

22..8811
((4455%%))

医医業業収収支支
（（医医業業利利益益率率））

【【人人間間ドドッックク健健診診ををごご利利用用くくだだささいい】】



従従来来ののドドッックク

８８時時 ９９時時 １１００時時 １１１１時時 １１２２時時 １１３３時時 １１４４時時 １１６６時時１１５５時時

従従来来ののドドッックク
++面面談談

22002211年年度度以以降降
ののドドッックク

22002211年年度度以以降降
ののドドッックク++面面談談

・・結結果果ははダダブブルルチチェェッッククしし、、後後日日郵郵送送
・・面面談談希希望望者者はは面面談談可可能能、、QQRRココーードドでで説説明明動動画画閲閲覧覧可可能能
・・食食事事はは弁弁当当ととしし、、持持ちち帰帰りり可可能能
・・密密ににななららなないいよよううにに流流れれををススムムーーズズにに

従従来来のの検検診診

22002211年年度度以以降降
のの検検診診

診診察察、、検検査査

診診察察、、検検査査

診診察察、、検検査査

診診察察、、検検査査

面面談談

弁弁当当持持ちち帰帰りり

８８時時 ９９時時 １１００時時 １１１１時時 １１２２時時 １１３３時時 １１４４時時 １１６６時時１１５５時時

食食事事ままたたはは弁弁当当持持ちち帰帰りり

診診察察、、検検査査
食食事事

診診察察、、検検査査
食食事事

診診察察、、検検査査

面面談談

将将来来ののドドッックク 診診察察、、検検査査①① 飲飲食食店店・・ココンンビビニニ店店
ラランンチチ券券面面談談

診診察察、、検検査査②②

将将来来のの検検診診 診診察察、、検検査査①① 診診察察、、検検査査②②

１１７７時時 １１９９時時１１８８時時

診診察察、、検検査査③③

診診察察、、検検査査③③

面面談談 面面談談

従従来来ののドドッックク検検診診はは午午後後33時時過過ぎぎままででかかかかるるななどど、、時時間間がが長長くく、、待待ちち時時間間がが多多かかっったたがが、、密密ににななららなないいよようう
にに検検査査のの流流れれををススムムーーズズににしし、、結結果果ををダダブブルルチチェェッッククしし、、後後日日詳詳細細なな結結果果をを報報告告すするるこことと、、食食事事をを弁弁当当持持ちち
帰帰りりににすするるななどどのの工工夫夫でで1122時時ままででにに終終わわるるここととががででききてていいるる。。

【【人人間間ドドッックク機機能能をを高高めめ、、予予防防、、早早期期発発見見・・治治療療をを強強化化すするるこことと】】
11日日ののドドッックク件件数数はは4455件件かからら7700件件にに増増加加、、受受診診時時間間はは半半分分にに短短縮縮
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【【人人間間ドドッックク健健診診をを受受けけままししょょうう】】
＜＜車車よよりり体体ののケケアアをを＞＞

＜＜若若いい時時かからら体体にに投投資資をを＞＞

車車のの車車検検料料やや税税金金（（排排気気量量11..55LL新新車車のの場場合合））：：約約1100万万円円//年年
1100年年ごごととににババーージジョョンンアアッッププししたた新新車車にに変変更更：：数数十十万万円円//年年

人人間間ドドッッククででのの体体ののケケアア（（44万万円円かからら55--77万万円円ぐぐららいい））

体体にに投投資資すするるここととでで減減額額ででききるる
糖糖尿尿病病、、骨骨粗粗ししょょうう症症、、フフレレイイルル、、胃胃癌癌、、大大腸腸癌癌のの予予防防

多多くくのの癌癌のの早早期期発発見見・・治治療療
今今後後はは認認知知症症のの予予防防・・早早期期発発見見・・早早期期治治療療

国国民民一一人人当当たたりりのの年年間間医医療療費費：：３３８８万万円円

人人間間のの体体はは確確実実にに老老化化がが進進むむ

CChhuuttooeenn GGeenneerraall MMeeddiiccaall CCeenntteerr
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【【人人間間ドドッッククがが目目指指すすべべききこことと】】
＜＜病病院院併併設設型型人人間間ドドッッククはは地地方方自自治治体体病病院院をを救救うう＞＞
行行政政はは健健診診受受診診率率をを高高めめたたいい ☚☚市市民民をを健健康康ににしし、、長長寿寿へへ

市市民民のの人人間間ドドッックク受受診診率率をを高高めめるるここととでで、、自自治治体体

病病院院のの収収益益ががアアッッププ ☛☛赤赤字字のの軽軽減減、、黒黒字字へへ転転化化
（（人人間間ドドッッククのの収収益益率率はは保保険険診診療療のの収収益益率率のの

数数倍倍高高率率、、ささららにに二二次次医医療療でで収収益益向向上上））
人人間間ドドッッククでで成成人人病病をを予予防防・・早早期期治治療療ででききれればば、、

医医療療費費をを抑抑制制ででききるる
元元気気なな高高齢齢者者がが増増加加しし、、在在宅宅医医療療費費がが軽軽減減ででききるる

病病院院へへのの財財政政投投資資がが軽軽減減
福福祉祉関関連連経経費費のの軽軽減減

自自治治体体病病院院がが地地域域医医療療をを維維持持、、
向向上上ででききるる可可能能性性がが高高ままるる

＜＜病病院院併併設設型型人人間間ドドッッククのの利利点点＞＞
・・病病院院職職員員をを活活用用ででききるる

⇒⇒専専従従職職員員がが少少ななくくででききるる
・・病病院院のの施施設設もも利利用用ででききるる

⇒⇒施施設設投投資資がが安安くくででききるる
・・院院内内電電子子カカルルテテででデデーータタ閲閲覧覧可可能能

⇒⇒一一般般診診療療へへのの誘誘導導がが容容易易
・・緊緊急急時時のの対対応応がが迅迅速速、、安安全全 45



【【中中東東遠遠医医療療セセンンタターーがが掛掛川川市市とと袋袋井井市市ととのの懸懸けけ橋橋にに】】

・・両両市市長長、、議議長長、、議議員員がが当当院院でで議議会会をを開開催催
・・両両市市をを交交ええてて、、災災害害時時のの対対応応をを共共通通化化
・・両両地地区区のの医医師師会会、、薬薬剤剤師師会会、、歯歯科科医医師師会会もも垣垣根根をを越越ええてて、、

一一緒緒にに話話しし合合いいにに参参加加
・・消消防防署署、、警警察察署署、、市市のの行行政政のの多多くくのの部部署署もも交交流流

掛掛川川市市 袋袋井井市市当当院院

掛掛川川市市 袋袋井井市市

当当院院
当当院院がが懸懸けけ橋橋ととななりり、、
掛掛川川市市とと袋袋井井市市のの連連携携がが
良良好好ととななっってていいるる。。

つつななががろろうう

掛掛川川市市とと袋袋井井市市とと当当
院院がが三三位位一一体体ととななっっ
てて地地域域のの発発展展をを促促進進
すするる。。
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磐磐田田市市 17万万人人

中東遠総合
医療センター

菊川市立
総合病院

市立御前崎
総合病院

公立森町
病院

磐田市立
総合病院

磐磐田田市市 17万万人人

森森町町 1万万9千千人人

袋袋井井市市 8万万7千千人人

掛掛川川市市 11万万8千千人人

菊菊川川市市 4万万8千千人人

御御前前崎崎市市 3万万4千千人人

4477
CChhuuttooeenn GGeenneerraall MMeeddiiccaall CCeenntteerr

エエココパパ
ススタタジジアアムム

中中東東遠遠総総合合（（国国際際））医医療療セセンンタターー
日日本本トトッッププククララススののドドッックク機機能能、、国国際際化化
救救急急医医療療のの進進展展（（ネネッットトワワーーククをを利利用用
しし、、県県内内のの救救急急医医療療ををササポポーートト））

特特徴徴ああるる質質のの高高いい医医療療（（ロロボボッットト手手術術、、
アアレレルルギギーー医医療療

JJCCII（（国国際際的的医医療療質質評評価価））取取得得
敷敷地地内内ににススタターーババッッククススココーーヒヒーー店店
直直売売店店（（化化粧粧品品））

小小笠笠山山ススポポーーツツ・・文文化化推推進進セセンンタターー群群
エエココパパススタタジジアアムム：：ススポポーーツツ・・音音楽楽イイベベンントト
中中東東遠遠総総合合医医療療セセンンタターー：：ススポポーーツツ・・音音楽楽医医療療
静静岡岡理理工工科科大大学学：：ススポポーーツツ工工学学

静静岡岡理理工工科科
大大学学

東東遠遠州州病病院院群群：：機機能能分分担担しし、、連連携携強強化化
中中東東遠遠総総合合医医療療セセンンタターー
菊菊川川市市立立総総合合病病院院
市市立立御御前前崎崎総総合合病病院院

東東遠遠州州・・静静岡岡空空港港圏圏
開開発発ププロロジジェェククトト
病病院院のの国国際際化化
直直売売店店、、アアウウトトレレッットト
化化粧粧品品、、医医療療品品もも

ホホテテルル（（外外資資系系、、高高級級、、
フファァッッシショョナナブブルル））

スステテーーシショョンンビビルル
フファァッッシショョナナブブルルスストトリリーートト
ブブラランンドド店店、、免免税税店店
レレスストトラランン

中中学学・・高高校校教教育育のの強強化化
勉勉学学、、ススポポーーツツ、、徳徳育育

ププロロチチーームムのの誘誘致致
ババススケケッットトボボーールル、、卓卓球球ななどど

就就職職先先、、子子供供人人口口増増加加
地地域域のの活活性性化化

【【  中中東東遠遠総総合合医医療療セセンンタターーがが関関わわるる地地域域活活性性化化構構想想】】

静静岡岡空空港港
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【【中中東東遠遠総総合合医医療療セセンンタターー開開院院後後のの歩歩みみ】】
22001133年年  55月月      

22001144年年  44月月
                      88月月
22001155年年 88月月   
22001166年年  33月月

44月月
88月月

22001177年年 22月月
44月月

                  
22001188年年 44月月

                  1100月月
                  

22001199年年 33月月
22002200年年 22月月

44月月
22002211年年 44月月

1100月月
22002222年年 77月月

1100月月
22002233年年 44月月

55月月
1100月月

22002244年年99月月
1100月月
1122月月

救救急急科科医医師師数数
４４人人

６６人人

４４人人

２２人人
１１人人

４４人人

５５人人 救救急急科科復復活活

トトッッププレレベベルル
のの研研修修病病院院

癌癌診診療療強強化化

22つつのの自自治治体体病病院院がが統統合合しし、、  中中東東遠遠総総合合医医療療セセンンタターーととししてて開開院院
災災害害拠拠点点病病院院にに指指定定
救救急急搬搬送送患患者者のの受受入入件件数数がが県県内内２２位位
総総合合入入院院体体制制加加算算をを届届出出
静静岡岡県県下下でで1100番番目目ととななるる「「救救命命救救急急セセンンタターー」」にに指指定定
病病院院機機能能評評価価でで機機能能種種別別「「一一般般病病院院２２」」にに高高評評価価ででのの認認定定
ＤＤＰＰＣＣ機機能能評評価価係係数数ⅡⅡ 全全国国11,,444466病病院院中中  2200位位（（県県内内１１位位））
静静岡岡県県下下でで2200番番目目ととななるる「「地地域域医医療療支支援援病病院院」」にに承承認認
手手術術支支援援ロロボボッットト「「ダダ・・ヴヴィィンンチチ」」導導入入（（前前立立腺腺癌癌手手術術開開始始））
全全科科医医師師にによよるる救救急急診診療療体体制制にに変変更更
当当院院初初のの心心停停止止下下腎腎臓臓摘摘出出手手術術
ががんん相相談談支支援援セセンンタターー、、緩緩和和ケケアア外外来来開開設設
小小児児外外科科、、呼呼吸吸器器外外科科手手術術開開始始
当当院院初初のの脳脳死死下下臓臓器器摘摘出出手手術術（（22002233年年44月月ままででにに１１００例例））
初初期期研研修修医医（（1144人人））フフルルママッッチチ達達成成
開開院院後後初初のの経経常常収収支支黒黒字字（（約約１１億億円円））達達成成
CCOOVVIIDD--1199感感染染者者のの受受入入れれ開開始始
「「地地域域ががんん診診療療連連携携推推進進病病院院」」にに指指定定、、「「手手外外科科セセンンタターー」」開開設設
救救急急科科にに22名名のの専専攻攻医医誕誕生生、、「「ダダ・・ヴヴィィンンチチ」」にによよるる直直腸腸癌癌手手術術開開始始
44年年連連続続研研修修医医フフルルママッッチチ全全国国研研修修医医能能力力試試験験でで664422病病院院中中１１５５位位
初初めめててののCCOOVVIIDD--1199にによよるる院院内内感感染染
ドドククタターーカカーー運運行行開開始始
圏圏域域内内22病病院院目目のの「「地地域域ががんん診診療療連連携携拠拠点点病病院院」」にに指指定定
敷敷地地内内調調剤剤薬薬局局をを開開設設
緩緩和和ケケアア病病棟棟開開設設、、 「「ダダ・・ヴヴィィンンチチ」」にによよるる子子宮宮癌癌手手術術開開始始
特特定定行行為為研研修修指指定定研研修修機機関関にに指指定定
ががんんゲゲノノムム医医療療連連携携病病院院にに指指定定
全全国国自自治治体体病病院院学学会会でで44演演題題がが優優秀秀演演題題にに選選出出

３３人人

救救急急科科医医師師のの働働ききががいいののああるる環環境境作作りり
全全科科でで救救急急診診療療ををササポポーートト
働働きき方方改改革革にに着着手手

２２代代目目院院長長
ととししてて着着任任
教教育育強強化化
救救急急科科復復活活
癌癌診診療療強強化化

CChhuuttooeenn GGeenneerraall MMeeddiiccaall CCeenntteerr
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救救急急科科医医
減減少少

初初期期研研修修医医
増増加加対対策策

全全科科医医師師
ででのの救救急急

業業務務軽軽減減：：外外来来紹紹介介制制、、在在院院日日数数短短縮縮、、タタススククシシフフトト、、効効率率化化

労労働働環環境境悪悪化化

働働きき方方改改革革

病病院院のの機機能能・・スステテーータタススをを
上上げげててもも大大学学はは地地域域医医療療をを

理理解解ししててくくれれなないい！！

ココロロナナ禍禍

血血液液内内科科
縮縮小小

呼呼吸吸内内科科
縮縮小小

ママッッチチンンググ1144人人
55年年連連続続フフルルママッッチチ

【【中中東東遠遠総総合合医医療療セセンンタターー開開院院後後のの歩歩みみ：：激激動動期期】】
22001177 22001188 22001199 22002200 22002211 22002222 22002233 22002244 22002255

救救急急科科医医
減減少少

総総合合内内科科
縮縮小小

経経営営悪悪化化

CCOOVVIIDD--1199重重症症感感染染者者のの受受入入れれ

人人間間ドドッックク健健診診のの強強化化、、AAII導導入入

医医師師
減減少少
問問題題

重重大大
課課題題

対対策策

スステテーータタスス向向上上：： ががんん拠拠点点病病院院指指定定、、ががんんゲゲノノムム連連携携病病院院指指定定

専専攻攻医医
増増加加対対策策

（（年年度度））

22001166

糖糖尿尿病病内内科科
縮縮小小

総総合合内内科科
医医減減少少

救救急急
崩崩壊壊

教教育育にに熱熱心心なな救救急急科科医医、、
総総合合内内科科医医ががいいななくくててもも、、
全全科科医医師師でで教教育育すするるここととでで、、
初初期期研研修修医医をを増増ややすすここととはは
可可能能ででああるる。。
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救救急急医医がが
66名名かからら
11名名にに

研研修修医医
ママッッチチ
率率6622％％

癌癌患患者者のの3300％％がが
他他のの医医療療圏圏へへ

トトッッププククララスス
のの教教育育病病院院

研研修修医医・・専専攻攻医医
のの増増加加

トトッッププククララスス
のの救救急急病病院院

救救急急科科のの復復活活
救救急急医医のの増増加加

ががんん拠拠点点病病院院
のの指指定定獲獲得得

癌癌診診療療のの
地地域域完完結結

77年年目目：：研研修修医医
1144名名フフルルママッッチチ

77年年目目：：救救急急医医
33名名にに

1111年年目目：：救救急急医医
５５名名にに復復活活

ドドククタターーカカーー運運行行

1111年年目目：：ががんん拠拠
点点病病院院にに指指定定

1111年年目目：：55年年連連続続
フフルルママッッチチ、、国国試試合合格格
全全国国能能力力試試験験1155位位

経経営営黒黒字字化化

働働きき方方改改革革促促進進
時時間間外外労労働働減減少少

人人間間ドドッッククででのの早早期期
発発見見・・予予防防医医療療向向上上

ココロロナナ禍禍でで県県
のの医医療療にに貢貢献献

緩緩和和ケケアア病病棟棟開開設設
在在宅宅医医療療のの展展開開

最最新新放放射射線線治治療療機機導導入入

人人間間ドドッックク新新棟棟開開設設しし強強化化
認認知知症症・・ううつつ症症早早期期発発見見

フフレレイイルル予予防防

ススポポーーツツ医医療療・・
外外傷傷医医療療のの展展開開

専専攻攻医医基基幹幹ププロロ
ググララムムのの増増加加
内内科科・・皮皮膚膚科科

++外外科科・・救救急急科科

【【救救急急部部をを復復活活ささせせるる教教育育強強化化策策がが救救急急、、ががんん診診療療、、働働きき方方改改革革のの強強化化ににつつななががっったた】】  

77年年目目：：ががんん連連携携
推推進進病病院院にに指指定定
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トトッッププククララススのの
臨臨床床教教育育病病院院

トトッッププククララススのの
臨臨床床救救急急病病院院

トトッッププククララススのの
臨臨床床研研究究病病院院

【【達達成成ののヒヒンントト】】

・・ここままめめなな医医学学生生勧勧誘誘：：WWEEBB集集団団説説明明もも
・・病病院院長長自自ららのの面面談談：：病病院院のの現現状状、、未未来来
・・教教育育指指導導はは誰誰ででももででききるる

優優秀秀なな指指導導者者はは必必須須ででははなないい
・・実実習習医医学学生生のの獲獲得得がが重重要要：：大大学学とと連連携携

実実践践的的実実習習体体験験をを
・・見見学学、、実実習習医医学学生生のの交交通通費費、、滞滞在在費費負負担担をを
・・医医師師だだけけででははななくく全全職職種種ででのの教教育育強強化化
・・実実践践的的なな研研修修医医、、専専攻攻医医教教育育ププロロググララムムをを
・・基基幹幹ププロロググララムムのの増増加加とと質質のの向向上上
・・到到達達度度試試験験はは有有効効

・・全全科科でで救救急急診診療療をを行行うう覚覚悟悟
・・全全職職種種でで研研修修医医をを教教育育、、ササポポーートトすするる
・・救救急急科科医医がが働働ききががいいののああるる環環境境作作りり
・・上上級級医医のの指指導導はは重重要要、、ででもも自自立立をを促促すす
・・屋屋根根瓦瓦式式教教育育ででななくくててもも指指導導ででききるる上上級級医医、、

パパララメメデディィカカルルがが協協力力すすれればば教教育育可可能能
・・待待ちちのの診診療療かからら攻攻めめのの診診療療へへ

ドドククタターーカカーーででのの院院外外ででのの活活動動
IITT利利用用しし、、現現場場ととのの情情報報共共有有

・・IICCUUでで救救急急科科がが全全科科ををササポポーートト
・・脳脳死死下下臓臓器器提提供供ででチチーームム医医療療がが向向上上

・・全全部部門門ででのの学学会会発発表表のの励励行行
・・学学会会発発表表のの論論文文化化、、投投稿稿のの励励行行
・・病病院院雑雑誌誌のの刊刊行行
・・大大学学病病院院ととのの共共同同研研究究のの強強化化

大大学学関関係係者者をを共共同同著著者者にに
・・治治験験研研究究のの促促進進

大大学学ととデデーータタ共共有有化化シシスステテムム作作りり、、
事事務務員員派派遣遣でで治治験験のの質質がが向向上上、、簡簡略略化化

・・研研究究業業績績にに対対ししててののイインンセセンンテティィブブ
時時間間外外労労働働申申請請ででききなないい分分ををササポポーートト

・・会会議議数数のの減減少少、、統統合合
・・会会議議ををメメーールル会会議議、、WWEEBB会会議議へへ
・・会会議議ののペペイイパパーーレレスス化化をを促促進進
・・待待ちちのの診診療療かからら攻攻めめのの診診療療へへ

IICCTTをを利利用用ししたた遠遠隔隔診診療療のの展展開開
近近隣隣病病院院へへのの医医療療者者派派遣遣

・・タタススククシシェェアアのの促促進進
収収益益性性がが高高いいがが、、人人のの足足りりなないい
部部署署へへのの人人材材補補充充
（（時時間間的的、、空空間間的的））

・・特特徴徴ああるる診診療療のの強強化化
アアレレルルギギーー医医療療、、ススポポーーツツ医医療療
低低侵侵襲襲治治療療
（（ロロボボッットト手手術術、、内内視視鏡鏡手手術術））

高高度度なな放放射射線線治治療療
・・ききめめ細細かかいい未未収収金金対対策策

1100万万円円以以上上ににななららなないい早早期期対対応応
常常習習者者ををななくくすす

・・人人間間ドドッッククをを全全病病院院ででササポポーートト
人人手手ををかかけけなないい健健診診
QQRRココーードドをを利利用用ししたた説説明明・・指指導導

経経営営のの黒黒字字化化
人人間間ドドッッククのの強強化化

効効率率のの良良いい
働働きき方方

小小ささなな成成功功体体験験かからら自自信信をを持持たたせせるる

CChhuuttooeenn GGeenneerraall MMeeddiiccaall CCeenntteerr
51



トトッッププククララススのの
臨臨床床研研究究病病院院

・・初初期期研研修修医医教教育育のの向向上上
学学会会発発表表、、論論文文作作成成のの励励行行

・・救救急急をを含含めめ全全診診療療可可能能なな
専専攻攻医医教教育育

・・若若手手外外科科系系医医師師のの技技能能向向上上
ダダヴヴィィンンチチののデデュュアアルルココンンソソーールル

のの導導入入
・・実実習習医医学学生生のの実実践践的的教教育育

・・癌癌診診療療のの強強化化
低低侵侵襲襲治治療療（（ロロボボッットト手手術術、、内内視視鏡鏡手手術術））
高高度度なな放放射射線線治治療療

・・全全診診療療対対応応可可能能なな救救急急医医療療（（心心血血管管・・胸胸部部））
・・IIVVRRのの拡拡充充、、高高度度化化
・・特特徴徴ああるる診診療療のの強強化化

ススポポーーツツ医医療療、、アアレレルルギギーー医医療療
小小児児医医療療、、産産科科医医療療
予予防防医医療療（（人人間間ドドッックク））

・・全全部部門門ででのの学学会会発発表表のの励励行行
・・学学会会発発表表のの論論文文化化
・・病病院院雑雑誌誌のの刊刊行行
・・大大学学病病院院ととのの共共同同研研究究のの強強化化
・・研研究究業業績績にに対対ししててののイインンセセンンテティィブブ

・・最最新新のの放放射射線線治治療療器器のの導導入入
・・被被爆爆のの少少なないい放放射射線線機機器器のの

導導入入
・・血血管管内内治治療療のの強強化化、、拡拡充充
・・誤誤嚥嚥予予防防のの嚥嚥下下機機能能訓訓練練強強化化
・・人人間間ドドッッククでで疾疾病病のの予予防防、、早早期期

発発見見をを増増進進

・・在在宅宅医医療療のの展展開開
緩緩和和ケケアアカカーーのの導導入入

・・ドドククタターーカカーー活活動動のの拡拡充充、、
ドドククタターーヘヘリリととのの連連携携強強化化

・・IICCTTをを利利用用ししたた遠遠隔隔診診療療のの展展開開
・・近近隣隣病病院院へへのの医医療療者者派派遣遣

トトッッププククララススのの
臨臨床床診診療療病病院院

トトッッププククララススのの
臨臨床床教教育育病病院院

体体にに優優ししいい
治治療療のの充充実実

院院外外ででのの医医療療
活活動動のの拡拡大大

今今後後すすべべききとと考考ええてていいるるこことと
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ややれれなないいででははななくく、、ややるるたためめ
にに考考ええ、、工工夫夫しし、、実実行行しし、、結結
果果をを出出すす。。結結果果がが出出ななけけれればば

ままたた考考ええるる。。
『『ああききららめめなないい』』
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『『ピピンンチチははチチャャンンスス』』


